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本論文では以上の背景を踏まえ展開され，その構成は下記の 5 章からなる。 
 
第 1 章 緒言 
 本章では，研究の背景と動機が記述されている。 
 
第 2 章 T. discophora におけるネクトリシン生合成経路を解析 







第 3 章 ネクトリシン生合成酵素の T. discophora からの精製と特性解析 
 本章では，4-アミノ-4-デオキシアラビニトールをネクトリシンへ変換する酵素（NecC）が
精製され，性質が調べられている。菌体抽出液より硫安沈殿と陰イオン交換クロマトグラフィ
ーにより NecC が精製された。また，LC-MS/MS 分析により NecC アミノ酸配列の一部が推
定された。NecC はグルコース-メタノール-コリンオキシダーゼと相同性があること，フラビ
ン骨格を有する補因子を含有し，オリゴマーを形成していること，酵素活性は，至適 pH が 7.0，





第 4 章 ネクトリシン生合成遺伝子の同定と機能解析 
 本章では，ネクトリシン生合成遺伝子クラスターの取得と機能解析，及び遺伝子組換え大腸
菌によるネクトリシン生産について述べられている。第 3 章で得られた NecC 部分アミノ酸配
列を手がかりに，T. discophora ゲノムライブラリーより necC 遺伝子全長が同定された。また，
necC 周辺のゲノム DNA より，残りの推定生合成遺伝子（necA と necB）が見出された。遺
伝子破壊と相補，及び大腸菌による異種発現によりこれらの遺伝子の機能が検証された結果，




第 5 章 結論と今後の展望 
 本章では，第 2 章から第 4 章までの研究成果を応用して元株を用いたネクトリシンの工業的
生産プロセスを確立し，CS-1036 の製造原価低減を達成したことが述べられている。 
 
 以上，審査の結果，本論文の著者は博士（農学）の学位を授与される十分な資格がある
ものと認められる。 
 
 
 
 
